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(1)については,北部の森林ステップ (年降水量230m ),中部のステップ (年降水量160mm)お
よび南部のゴビステップ(年降水量130m )の柵内外に合計6調査区を設置し,表層土壌特性と深さ50cm
までの土壌特性の垂直変化から,放牧は全域で土壌環境を悪化させ,乾燥が強いはど悪化の程度が強い
ことを示した｡
(2)については, (1)と同じ6調査区を対象に,土壌特性の空間的不均質性を地理統計学的手法
(セミバリオグラム)により定量化している｡その結果,乾燥程度の違いにより元来の植生タイプが異
なると放牧による被食が表層土壌の空間的不均質性に与える影響も異なり,窒素形態変化速度について
は森林ステップでは空間構造の発達を,ステップ･ゴビステップでは空間構造の消失を生じさせること
を示した｡
(3)については,中部のステップにおいて11個のC.microphylaパッチを対象とし,マウンド内,マ
ウンド下およびマウンド外の土壌特性を分析した結果,C.microphyJlaのマウンド形成は,マウンドの土
壌養分および物質循環速度を増大させ, ｢肥沃の島｣として機能しており,風の強いモンゴル草原生態
系においてC.microphylaのマウンドは,土壌の養分利用可能性から見て重要であることを示したO
これらの知見は学術的に重要であるとともに,モンゴル草原生態系の持続性を考える上で有用であり,
これらをとりまとめた本論文は博士の学位に値すると判断される｡なお, (1)の一部と (3)につい
ては,2論文･1著書として公表済みまたは印刷中である｡
